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若葉保育所　餅つき大会



　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

11 月 25 日　あしやまちマーケット
　手作り品や新古品などが販売されるあ
しやまちマーケットが町民会館で行われ
ました。開始 30 分ほどで野菜とお弁当
は完売。訪れた人は「孫へのプレゼント
が買えました」と笑顔で話していました。

掘り出し物発見！掘り出し物発見！

命を守るために日頃からの備えを大切に命を守るために日頃からの備えを大切に
11 月 18 日　芦屋町地震・津波避難訓練

　役場や公民館などで大地震や大津波に対する避難訓練を行い
ました。役場庁舎では、議会開催中の地震発生を想定し、屋外へ
の避難行動を確認しました。当日は強風により住民避難を中止し
ましたが、公民館などで職員が避難所開設訓練や地震・津波に関
する研修を行いました。

芦屋海岸のにぎわい芦屋海岸のにぎわい
11 月 26 日　マラソン大会、ファミリーフィッシング in アクアシアン 
　芦屋海浜公園でマラソン大会が行われ、小学生から大人までが１㎞以
上のコースを力走し、息を弾ませていました。レジャープールのファミ
リーフィッシング in アクアシアンでは、3500 匹のニジマスが泳ぐプ
ールに子どもたちが釣り糸を垂らして、ものの数秒でニジマスを釣り上
げては「釣れたー！」とあちこちでうれしい声を上げていました。
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皆さんの協力が地域を安全にしています皆さんの協力が地域を安全にしています
12 月 15 日　歳末防犯パトロール

　年末を間近に控え、芦屋町防犯連絡会議 49人による歳末防犯
パトロールが行われました。折尾警察署生活安全管理官からは
「地域の防犯には地域の皆さんの協力が欠かせない」との話があ
りました。あいにくの雨模様でしたが、皆さんは各々の自治区
の巡回を行いました。

餅つきで地域交流餅つきで地域交流
12 月 10 日～ 24 日　自治区餅つき

　12月は多くの自治区で餅つきが行われ
ましたが、皆さんは参加されましたか。
中ノ浜区では、子どもたちも一緒に真剣
な表情で、代わる代わる餅をついたり丸
めたりしていました。

おいしいものがたくさんおいしいものがたくさん
12 月３日　第 56 回遠賀・中間地区農業祭

　ボートレース芦屋で第 56回遠賀・中間地区農業
祭が行われ、子どもから高齢者まで幅広い年齢の
人が会場を訪れました。子ども向けのお米すくい
や、野菜・果物重さ当てクイズコーナー、JA北九
女性部・青年部のカレーライス販売、餅つきなど
たくさんのイベントをとおして、地域の農産物に
触れていました。

12 月 14日　日本モーターボート選手会福岡支部
12月 16日　航空自衛隊准曹会芦屋支部

お菓子のクリスマスプレゼントお菓子のクリスマスプレゼント

　日本モーターボート選手会福岡支部からは、町内６つの保育
所（園）、幼稚園の園児らへクリスマスプレゼントが贈られま
した。出身の芦屋中央幼稚園に訪れた川上�剛選手は、お菓子を
受け取った園児たちと笑顔でハイタッチをしていました。
　航空自衛隊准

じゅんそう

曹会芦屋支部からは、障がい福祉サービス事業
所みどり園の利用者の皆さんへクリスマスプレゼントが贈られ
ました。みどり園の皆さんは、元気な声で感謝の気持ちを伝え
ていました。

広報あしや　2024.2③



高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

　

職
場
や
地
域
で
活

躍
し
た
い
、
社
会
の

た
め
に
役
に
立
ち
た

い
、
そ
ん
な
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
後
押
し

す
る
た
め
の
合
同
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

企
業
の
担
当
者
か
ら
、

直
接
、
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽�
と
き　
２
月
15
日
木

①
午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
50
分

②
午
後
1
時
40
分
～
３
時
10
分

▽�
と
こ
ろ　
Ａ
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
３
階
Ｇ
展
示
場（
小

倉
北
区
浅
野
）

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

※
履
歴
書
は
要
り
ま
せ
ん
。

▽�

定
員　
各
回
50
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県

生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
北
九
州

オ
フ
ィ
ス
（
☎
５
１

３
‐
８
１
８
８
）

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
な
ど
を

展
示
販
売
（
入
札
方
式
）

　

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ご

み
の
分
別
収
集
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
、
ご
み
に

出
さ
れ
た
家
具
類
な
ど

を
再
生
し
、
展
示
販
売

を
行
い
ま
す
。

▽��

受
付
期
間　
２
月
26
日
月
～
３
月
２
日
土・

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
、
３
月
３
日

日
・
午
前
９
時
～
11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

▽�

品
目　
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
ー
ブ
ル
な

ど
約
１
５
０
点

▽�

対
象　
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
住
ん
で
い

る
人

▽�

申
込
方
法　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
提
出

▽�

開
札
日
時　
３
月
３
日
日
・
午
前
11
時
30

分
の
受
け
付
け
終
了
後

※�

落
札
者
に
は
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
来
場
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

搬
出
期
限　
３
月
９
日
土
・
正
午
ま
で

※�

購
入
品
の
搬
出
は
、各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
☎
２
４
５
‐
５
３
７
４
）

火
葬
施
設
天
生
園

喫
茶
・
売
店
の
出
店
者
募
集

　

天て
ん
し
ょ
う
え
ん

生
園
施
設
内
で
運
営
す
る
喫
茶
・
売
店

の
経
営
と
待
合
棟
の
業
務
を
併
せ
て
受
託
で

き
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

契
約
期
間　
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月

31
日
（
５
年
間
）

▽�

と
こ
ろ　
火
葬
施
設
天
生
園
（
遠
賀
町
大

字
上
別
府
）

▽�

業
務
内
容　
事
業
者
は
、
次
の
全
て
の
業

務
内
容
を
一
括
で
請
け
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○�

喫
茶
・
売
店
コ
ー
ナ
ー
の
営
業
（
酒
類
の

提
供
可
）

○�
自
動
販
売
機
の
営
業
（
標
準
的
な
サ
イ
ズ

の
も
の
が
３
台
設
置
可
能
）

○�

待
合
棟
の
日
常
清
掃
（
待
合
ホ
ー
ル
、
待

合
室
、
授
乳
室
、
湯
沸
室
、
喫
茶
・
売
店

コ
ー
ナ
ー
）

○
待
合
室
利
用
者
の
茶
器
類
配
膳
、
片
付
け

※�

応
募
要
件
は
、遠
賀・

中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
２
月
８
日
木
ま
で
に
遠
賀
・

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
（
☎
２
９

３
‐
３
５
８
１
）
へ

※�

受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土

日
祝
日
は
除
く
）

※�

申
し
込
み
期
間
中
に
施
設
の
見
学
が
可
能

で
す
。

芦
屋
町
文
化
協
会
事
務
員
募
集

▽�

募
集
人
数　
１
人

▽�

勤
務
地　
中
央
公
民
館

▽�

勤
務
内
容　
事
務
全
般
、

デ
ー
タ
入
力
、
電
話
・

窓
口
対
応

▽�

勤
務
時
間　

午
前
９
時

～
午
後
４
時

▽�

勤
務
形
態　
週
３
日
勤
務
（
月
曜
日
休
み
）

▽�

賃
金　
時
給
９
５
０
円

▽�

採
用
条
件　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

▽�

申
し
込
み　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
芦
屋
町
文
化
協
会
（
中
央
公
民
館
内

☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ
提
出

みんなの

ひろば

遠賀・中間地域
広域行政事務組合

福岡県生涯現役
チャレンジセンター
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●
浜
木
綿
俳
句
会

銀
杏
落
葉
敷
き
つ
む
山
門
坂
下
る

�

野
口
加
津
美

父
母
の
手
擦
れ
の
ハ
ン
ド
ル
唐と

う
み箕
凍
つ

�

池
田
千
恵
子

冬
ざ
れ
や
角
の
欠
け
た
る
鬼
瓦

�

吉
住　
利
枝

貝
化
石
白
亜
紀
の
影
曳
き
凍
つ
る

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

参
道
を
赤
き
傘
ゆ
く
時
雨
か
な

�

田
尾
三
千
枝

浦
越
し
の
風
音
た
て
て
寒
波
来
る

�

縄
田　
惠
子

篠し
の
だ
け竹
に
潮
の
湿
り
や
恵
比
須
講

�

仲
山
ク
ニ
子

飛
び
石
の
足
下
ほ
の
と
石
蕗
の
花

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

つ
づ
ら
折
り
を
切
り
返
す
た
び
に
拍
手
湧
き

観
光
バ
ス
は
笑
い
で
揺
れ
お
り

�

村
上　
一
惠

紅
葉
見
つ
つ
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
で
登
り
ゆ
き

英
彦
山
神
社
奉
幣
殿
に
詣
る

�

田
中
勢
津
子

外
輪
山
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
車
に
て
抜
け
れ
ば

な
つ
か
し
阿
蘇
五
岳
見
ゆ

�

後
藤　
征
子

こ
の
坂
を
ペ
ダ
ル
踏
み
込
み
自
転
車
で

勤
め
に
行
き
し
若
き
日
の
あ
り

�

麻
生　
清
子

父がしたこと
� 青山　文平　著　��

　目付の永井重彰は、父から
御藩主の病状を告げられる。
居並ぶ漢方の藩医を差し置い
て、手術を依頼されたのは在
村医の向坂清庵。向坂は重
彰にとっては、生後間もない
息子の命を救ってくれた恩人
でもあった。御藩主の手術を
きっかけに、譜代筆頭・永井
家の運命が大きく動き出す。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�５日月、13日火、19日月、22日木、
26日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ２月

と　き 　　出　演・催　し　　
７日水 赤ちゃんおはなし会たっち
10 日土 お話しポケット
11 日日 にじの会
17 日土 おはなしトントン
25 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊
【一般書】
人間標本 湊　かなえ� 著
ラストエンペラー 楡　周平� 著
予幻 大沢　在昌� 著
文庫旅館で待つ本は 名取　佐和子� 著

【児童書】
ハミングベアのくる村 キャサリン・アップルゲイト�作
あたしデイズ いとう　みく� 作
海辺の村のパン屋 ポーラ・ホワイト�作
ねこもおでかけ 朽木　祥� 作
しゃぼんだま 小林　実� 作

▽ �とき　３月３日日・午後２時から
　（上映時間 60分）

▽ �ところ　図書館多目的室

▽ �上映作品　「おしりたんてい２」

▽ �定員　40人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　２月１日木から、電話または図書館カウ
ンターで受け付け

▽ �内容　レディーにやさしくスイートポテトが大好
きな「おしりたんてい」が、助手のブラウンとと
もに、事件をププッと解決。�窃盗団「ブラックシ
ャドーだん」が町に現れ、おしりたんていとブラ
ウンは捜査を開始する。

お楽しみ上映会

　2004 年に始まった本屋大賞は「全国書店員が選
んだいちばん！売りたい本」として、書店員の投票
で選ばれます。昨年の大賞は「汝、星のごとく」で
した。本屋大賞は、「正欲」や「線は、僕を描く」など、
ノミネートされた作品が映画化され、注目を集めて
います。４月 10 日水の大賞発表までに、気になる
作品から読んでみませんか。

2024 年本屋大賞ノミネート作品発表特集
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私たちの手で支えあいの地域をつくる

「地域共生社会」という言葉を知っていますか？
　「地域共生社会」とは、地域住民や地域の多様な主体（行政・自治区・事業所・ボ
ランティア団体など）が参加し、住民一人一人の暮らしと生きがい、地域を一緒につ
くっていく社会のことです。
　近年、ライフスタイルの変化などのため、日頃の「困りごと」や「心配ごと」が複雑化・
多様化しています。自分や家族だけでは解決できないことも増えているため、住民同
士の支えあいがますます重要になっています。

■愛の福祉ネットワーク事業
　芦屋町社会福祉協議会では、地域での支えあい活動の一
つとして、「愛の福祉ネットワーク事業」を行っています。
この事業では、地域の人同士で見守り活動を推進し、異変
を感じたら住民主体で話し合い、解決を図っています。必
要があれば他の団体につなぐこともあります。互助の精神
から生まれたもので、10 年以上実施している自治区もあ
ります。

◆江川台区での地域交流会の様子
　芦屋かるたを使って町の歴史を学ぶ交流会で
は、参加者が町の歴史を語り合いました。このよ
うに顔を合わせてつながりを作ることで、互いの
様子を確認することができます。また、情報を共
有し、気になる人への対応を行っています。

◆はまゆう区での地域交流会の様子
　交流会を行い、地域の住民が集まり、顔を合わ
せることで、つながりを作っていきます。公民館
まで来られない人は、要見守り配慮者として、遠
くから見守りつつ、必要があれば自宅を訪問し、
体調の確認をすることもあります。

　高齢者や障がいのある人、子どもなど、すべて
の人が住み慣れた地域で支え合いながら、自分ら
しく幸せに暮らすためには、あらためて人と人と
のつながりを見直し、地域の問題を「我が事」と
して考えていくことが大切です。

▽ �問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会　（☎２２２‐２８６６）

芦屋かるたを使った交流会

敬老会で地域の人が漫才を披露
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昨
年
12
月
１
日
、
芦
屋
中
学
校
で
中
学
生
の
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
入
賞
作
品
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
税
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
作

文
を
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　

芦
屋
町
で
は
、
芦
屋
町
長
賞
を
受
賞
し
た
芦
屋
中
学

校
３
年
生
の
土つ
ち
や谷 

龍た
つ
あ
き
亜
貴
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

表
彰
式

増
税
・
減
税
「
決
着
？
」
録 

芦
屋
中
学
校　
３
年　
土
谷　
龍
亜
貴

　
「
税
金
が
高
い
」「
税
金
を

減
ら
し
て
ほ
し
い
」
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
周
り
の
大
人
が

口
に
し
て
い
た
。
現
在
の
日

本
で
は
、
商
品
の
販
売
や
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か
る
消

費
税
、
個
人
の
所
得
に
か
か
る
所
得
税
、
自
動
車
を
持
っ

て
い
る
人
に
か
か
る
自
動
車
税
な
ど
、
様
々
な
種
類
の
税

金
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
税
金
は
、
国
民
や
住

民
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
本
当
に
税
金
を
減
ら
す
べ
き
な
の
か
。
私
は
、
ど
こ

か
心
の
中
に
蟠
わ
だ
か
まり
を
覚
え
た
た
め
、
自
分
の
中
で
の
決
着

を
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。

　
い
ざ
決
着
を
つ
け
る
と
し
て
、
何
か
判
断
材
料
に
な
る

も
の
が
不
可
欠
だ
。
そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
は
、
世
界
の

国
と
地
域
の
消
費
税
（
付
加
価
値
税
）
率
だ
。

　
ま
ず
、
消
費
税
率
が
高
い
こ
と
で
有
名
な
北
欧
の
国
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
。
そ
の
税
率
は
、
20
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
。
一
見
、
人
々
の
生
活
は
窮
屈
に
も
見
え
る
が
、

実
際
は
そ
う
で
も
な
い
そ
う
だ
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

税
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
や
教
育
費
を
全
て

無
料
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
連
が
毎
年
発
表
し
て

い
る
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
な
ん
と
六
年
連

続
で
一
位
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
税
金
が
多
い
か
ら
と
い

っ
て
生
活
が
苦
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
成
功
し

て
い
る
と
言
え
る
。

　
一
方
で
、
台
湾
は
世
界
で
最
も
消
費
税
率
が
低
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
税
金
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
は
苦
し
く
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
台
湾
も
そ
う
で
は
な
い
。
台
湾
で

は
、「
税
金
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
障
に

頼
ら
ず
、
自
分
達
の
手
で
自
立
し
て
生
活
し
よ
う
」
と
い

う
考
え
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
台
湾
の

社
会
は
し
っ
か
り
機
能
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活
も
安
定

し
て
い
る
。
参
考
に
、
台
湾
の
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

は
、
中
東
を
除
く
ア
ジ
ア
で
一
位
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
税
の
負
担
が
大
き
い
国
も
、
軽
い
国
も

幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

　
つ
ま
り
、
人
々
が
幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
税

金
を
減
ら
す
、
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
の
た
め
に
税
金
を
ど
う
使
う
の
か
を
し
っ
か

り
と
考
え
て
、
納
税
者
に
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら
え

る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
海
外
の
税
制
等
を
参
考
に
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

　
現
在
、
私
は
「
税
に
関
す
る
作
文
」
を
執
筆
中
だ
。
こ

の
よ
う
に
中
学
生
の
と
き
か
ら
税
に
つ
い
て
知
る
機
会

が
あ
る
こ
と
は
、と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

国
民
や
住
民
に
、
よ
り
一
層
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
、
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
。
一
人
ひ

と
り
が
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
日
本

に
な
る
こ
と
を
願
う
。

芦
屋
町
長
賞
受
賞
作
文

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）
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み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

高
血
圧
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

高
血
圧
は
脳
梗こ
う
そ
く塞
や
虚

血
性
心
疾
患
、
慢
性
腎
臓

病
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
高
血
圧
と
は
ど
ん
な

病
気
な
の
か
、
予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
27
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
高
血
圧
の
話
、
減
塩
食
の
試
食

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

２
月
20
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
令
和
５

年
秋
開
始
接
種
の
期
間
延
長

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
令
和

５
年
秋
開
始
分
の
接
種
を
、
期
間
を
延

長
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
接
種
券
を
持

っ
て
い
る
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

予
約
の
う
え
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
子
育
て

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　２月 21日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�絵本やおもちゃを用意して
待っています。

２月の日曜開館日　４日・18日

♥豆まき（20組限定）

　 ▽ �とき　２月１日木・午前 10時～ 11時

　 ※１月 25日木から予約開始
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　２月５日月・午前 11時～ 11時 30分
♥親子教室「音楽ＤＥことば遊び」（10組限定）

　 ▽ �とき　２月９日金・午前10時～11時

　 ※２月２日金から予約開始

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

�「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　２月 16日金・午前 11時～ 11時 30分
♥育児相談
　�【ほほえみ相談】�小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　２月７日水・午前10時～正午
　※�町内に住んでいる人のみ予約できます。

　 ▽ �問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）
　�【離乳食の日】（５組限定）
　　栄養士による栄養指導と進め方相談
　 ▽ �とき　２月13日火・午前10時 30分～11時 30分

　 ※２月６日火から予約開始

　※�実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

　�【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　� 　２月の相談はありませんが、気になることがあ
れば、気軽に電話してください。
　※次回は、３月 12日火です。

広報あしや　2024.2 ⑧



す
。
紛
失
な
ど
に
よ
り
接
種
券
を
持
っ

て
い
な
い
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽�

と
き　
１
月
下
旬
～
３
月
中
旬

※�

詳
し
い
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

る
か
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
中
央
病
院

※�

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
巡
回
バ
ス

の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

対
象　
１
、
２
回
目
の
接
種
が
完
了

し
た
12
歳
以
上
の
人

※�

令
和
５
年
９
月
23
日
～

12
月
23
日
に
接
種
し
た

人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

予
約　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

▽�

問
い
合
わ
せ　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

２
２
３
‐
３
０
０
８
）

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　

大
人
の
食
事
を
作

り
な
が
ら
、
子
ど
も

の
年
齢
に
合
わ
せ
た

取
り
分
け
離
乳
食
・

幼
児
食
作
り
を
学
び

ま
す
。
託
児
が
あ
り

ま
す
の
で
、
マ
マ
・
パ
パ
た
ち
と
ゆ
っ

く
り
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
調
理

実
習
後
は
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
い
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　
３
月
１
日
金
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
子
ど
も
１
５
０
円

▽�
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�
申
し
込
み　

２
月
26
日

月
ま
で
に
、
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
。
ま
た
は
健
康
づ

く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

令
和
６
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

経
済
的
な
理
由
で

小
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
な
世
帯
に
、

学
用
品
費
や
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
な

ど
を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
入
学

前
（
３
月
中
旬
～
下

旬
）
に
新
入
学
学
用

品
費
の
支
給
を
希
望

す
る
人
は
、
次
の
申

請
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請
期
限　
２
月
20
日
火

※�

申
請
期
限
後
も
、
４
月
末
ま
で
に
申
請

し
、
認
定
さ
れ
た
人
に
は
就
学
援
助
費

振
込
時（
７
月
末
～
８
月
上
旬
）に
新
入

学
学
用
品
費
を
含
め
て
支
給
し
ま
す
。

▽�

対
象　
世
帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一

定
の
基
準
以
下
の
世
帯
で
あ
り
、
次

の
❶
～
❹
の
全
て
を
満
た
す
人

❶�

児
童
生
徒
が
令
和
６
年
４
月
に
芦
屋

町
立
小
中
学
校
に
入
学
予
定
の
人

❷�

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
人

❸�

申
請
時
に
芦
屋
町
に
居
住
し
て
い
る

人
（
令
和
６
年
３
月
末
以
前
に
町
外

に
転
出
す
る
人
を
除
く
）

❹�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

入
学
前
支
給
を
受
け
た
後
、
転
出
な

ど
に
よ
り
対
象
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、

返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▽�

提
出
書
類　

申
請
書
と
手
引
き
は
、

学
校
教
育
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
学
校
教
育
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
４
７
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

２
月
20
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　
２
月
１
日
木
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約

30
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談

の
取
り
消
し
を
す
る

と
き
は
、
必
ず
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ

て
、
契
約
書
な
ど
の

関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

１
つ
の
相
談
に
対
し
１
回
ま
で
。
ま
た
、

複
数
人
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎ 

２
月
８
日
木
＝
橋
本 

求も
と
む相
談
員

◎ 

２
月
22
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

※ 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎ 

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

相
談

申し込みフォーム

町ホームページ
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会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
デ
ザ
イ
ナ
ー
業
務
（
企
画
政
策
課
）

▽�

任
期　

４
月
１
日

～
令
和
７
年
３
月

31
日

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

業
務
内
容　

デ
ザ

イ
ナ
ー
業
務
（
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
操
作
が
で
き
る

人
）、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
関
す
る

業
務

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
週
３
日
程
度
（
土
日
祝

日
休
み
。
年
１
５
６
日
勤
務
）

▽
報
酬　
日
額
８
８
１
９
円

▽�

保
険　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
限　

２
月
21
日
水
・
午
後
５

時
15
分
（
必
着
）

▽�

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）
へ
提
出

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

映
画
「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
」

無
料
上
映
会

　

日
本
の
高
齢
化
は
進
行
し
て
お
り
、

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
身
近
な
病

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ

て
も
希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご

せ
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解

を
深
め
る
た
め
、
認
知
症
に
関
す
る
映

画
の
無
料
上
映
会
を
行
い
ま
す
。
映
画

は
、
昨
年
度
、
町
長
と
対
談
を
し
た
若

年
性
認
知
症
の
丹た
ん
の野
智と
も
ふ
み文
さ
ん
の
実
話

に
基
づ
い
た
話
で
す
。
映
画
を
と
お
し

て
、
認
知
症
の
こ
と
を
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
２
月
23
日
金
・
午
前
10
時
（
９

時
か
ら
開
場
）
～
正
午

▽
と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

内
容　
【
映
画
】
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ

▽�

キ
ャ
ス
ト　
貫か
ん

地じ

や谷
し
ほ
り
、
和
田

正
人
ほ
か

▽
定
員　
１
０
０
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

無
事
故
・
無
違
反
の

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

▽�

対
象　
折
尾
交
通
安

全
協
会
会
員
で
、
５

年
以
上
ま
た
は
10
年

以
上
継
続
し
て
無
事

故
・
無
違
反
の
人

※�

過
去
に
同
種
の
表
彰

を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

▽�

申
請
に
必
要
な
も
の　
申
請
書
、
運

転
免
許
証
（
表
・
裏
）
と
会
員
証
の

写
し
、
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

※�

申
請
書
類
は
折
尾
警
察
署
・
交
通
安

全
協
会
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※�
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
の
発
行
に

は
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
３
月
１
日
金
～
31
日
日

に
、
折
尾
交
通
安
全
協
会
（
☎
６
０

１
‐
１
８
１
８
）
へ

お得な国民年金保険料前納割引制度
　国民年金保険料の口座振替には、月々５０円割引となる早割制度

（毎月末日に保険料を振り替え）や割引額の多い前納制度（6 カ月・
1 年・2 年前納）など、お得に保険料を納付できる振替方法があります。

▽ �申込方法　本人確認書類または基礎年金番号が分かるもの、通帳、
金融機関届出印を持参し、八幡年金事務所または保険年金係で手続き
をしてください。

▽ ��問い合わせ　 八幡年金事務所　（☎６３１‐７９６２）
　　　　　　　保険年金係　（☎２２３‐３５３２）

みんなの ね・ん・き・ん

　令和５年 12月１日に芦
屋町と日本郵便株式会社
（二島郵便局、芦屋町内郵
便局）との間で、町内で
災害が発生した際に、相
互に協力して災害時に必
要な対応を円滑に行える
よう、協定を結びました。
▷協定項目（一部を要約）
◦�緊急車両などの車両の
提供
◦�被災者の避難所開設状
況や被災者の同意の上
で作成した避難先リスト
などの情報の相互提供
◦�郵便局ネットワークを
活用した広報活動など

▷�問い合わせ　庶務係（☎
２２３‐３５７２）

 

二島郵便局と災害発生時の
協力に関する協定を結びました

募
集
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電力・ガス・食料品等高騰重点支援給付金（追加給付）の対象者
に「給付のお知らせ」または「確認書」を送ります

給付のお知らせが届く人 確認書が届く人

対
象

令和５年度の住民税非課税世帯で、前回の電力・
ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（３万円）
を芦屋町から受け取っている世帯で、今回の給
付金の対象となっている世帯

令和５年度の住民税非課税世帯のうち、前回の
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
（３万円）を芦屋町から受け取っていない世帯、
または、世帯主などの変更があった世帯

手
続
き

「給付のお知らせ」を１月末までに送付しますの
で、内容を確認してください。原則として、前
回振り込みを行った口座に支給しますので、手
続きは不要です。

「確認書」を１月末までに送付します。必要事項
を記入して、添付書類と一緒に、「確認書」に記
載している期限までに、同封している返信用封
筒で障がい者・生活支援係に返送してください。

注
意
事
項

給付金の振込先の変更を希望する場合は、「給付
のお知らせ」に記載している期限までに、「口座
登録等の届出書」を同封している返信用封筒で
障がい者・生活支援係に返送してください。

次の世帯には「確認書」が送付されない場合が
ありますので、申請が必要です。
・�世帯の中に令和５年１月２日以降に転入した人
がいる
・�世帯の中に確定申告または令和５年度住民税申
告をしていない人がいる

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による家計への負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低
所得世帯に対して、１世帯あたり７万円を給付します。
　町が対象者として把握している世帯には、１月末までに「給付のお知らせ」または「確認書」を送
付します。対象になると思われる人で、「給付のお知らせ」などが自宅に届かない人は障がい者・生
活支援係まで連絡してください。

▽問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

広
告

広
告
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要
介
護
認
定
で
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
申
告

す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
が
い

者
に
該
当
す
る
場
合
、「
障
害
者
控
除
」

と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
状
態

に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
対
象
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
税
の
申
告
を

行
う
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

手
帳
に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽�

対
象　
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の

状
態
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
（
要
介
護
認
定
者
で
も
一
定
の
基

準
が
必
要
で
す
）

※�

申
請
に
は
、
所
定
の
申
請
書
と
、
場
合

に
よ
り
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

▽�

申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

※�

税
控
除
額
は
、
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

２
月
16
日
金
～
３
月
15
日
金

税
の
申
告
を
役
場
で
受
け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
、
今
号
に
折
り
込
ん
で
い

る
「
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
が
始
ま

り
ま
す
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

※�

①
～
④
に
該
当
す
る
人
は
、
次
の
日

程
で
税
理
士
が
相
談
や
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。

①
事
業
所
得
が
あ
る
人

②
農
業
、
漁
業
の
所
得
が
あ
る
人

③
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

④�
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を

受
け
て
い
る
人

▽�
と
き　

２
月
21
日
水
、
26
日
月
、
27

日
火
、
３
月
５
日
火
、
７
日
木
、
８

日
金

【
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申

告
書
作
成
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
が
作
成
で

き
ま
す
。
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
案
内

に
従
っ
て
、
収
入
金
額
な
ど
を
入
力
す

る
だ
け
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
税
務
署
に
直

接
送
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
に

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
健
康
や
医
療
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、年
３
回（
７
月
、

11
月
、
翌
２
月
）
医
療
費
通
知
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
８
月
～
11
月
診
療
分
の
医

療
費
通
知
の
発
送
は
、
２
月
中
旬
で
す
。

被
保
険
者
本
人
の
住
所
（
送
付
先
変
更

を
行
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
に
圧
着

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

※�

通
知
作
成
日
時
点
で
亡
く
な
っ
て
い

る
人
の
通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

医
療
機
関
か
ら
の
情
報
受
け
渡
し
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
、
本
通
知
に
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
、
領
収
書
な
ど
を
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
便
の
事
情
に
よ
り
、
手
元
に
届
く

ま
で
発
送
か
ら
１
週
間
ほ
ど
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）
ま
た
は
、
福
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
５
１
‐
３
１
１
１
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
座

　

家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
を
減
ら
す

方
法
の
一
つ
と
し

て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
の
活

用
が
あ
り
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
に
入
れ
た
基
材
と
野

菜
く
ず
な
ど
の
生
ご
み
を
混
ぜ
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
微
生
物
が
生
ご
み
を
分
解

し
堆
肥
化
さ
せ
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た

堆
肥
は
家
庭
菜
園
な
ど
に
活
用
で
き
ま

す
。
今
回
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

に
初
め
て
取
り
組
む
人
向
け
の
講
座
を

行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
①
２
月
27
日
火
、
②
３
月
20

日
水
・
午
前
10
時
か
ら

※ 

①
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
ど
ち
ら

か
の
日
程
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽
講
師　
循
環
生
活
研
究
所

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
各
回
15
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
①
２
月
13
日
火
、
②
３

月
６
日
水
ま
で
に
、環
境・公
園
係（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）
へ

※ 

初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。
過
去

に
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入

し
た
人
は
、
定
員
に
空
き
が
あ
る
場

合
、
受
講
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

確定申告書等
作成コーナー

国税庁
ホームページ
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マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの申請
や受け取りができない人のために、次の日程で休
日窓口を開設します。
※�急きょ中止になる場合は、ホー
ムページに掲載します。

▽ �とき　２月 17 日土・午前８時
30分～正午

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カ
ード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
※�本人確認書類は、公的機関が発
行した免許証などの顔写真付き
は１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな
どは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバ ー 休 日
窓 口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行
訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　２月５日月・６日火の日没～午後９時ご
ろ（予備日＝７日水・８日木）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午
後９時ごろ

※ 天候不良の場合、翌日以降を
予備日として行います。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

中
央
公
民
館
講
座 

賢
く
得
す
る
健
診
デ
ー
タ
の
読
み
方

　
医
療
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
産
業
医

科
大
学
に
よ
る
出
前

講
座
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
健
診
」。
健
診
を
受
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
結
果
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
適
切
な
受
診
に

つ
な
が
り
ま
す
。
賢
く
得
す
る
健
診
の

利
用
の
仕
方
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

▽�

と
き　

２
月
18
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
産
業
医
科
大
学
産
業
医
実
務
研

修
セ
ン
タ
ー　
助
教�

田た
ぐ
ち口
要よ
う
と人
さ
ん

▽
定
員　
60
人
（
事
前
申
し
込
み
優
先
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
２
月
１
日
木
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

広報あしや　2024.2⑬

防災無線の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の情報
伝達訓練が行われます。訓練当日は、戸
別受信機や防災行政無線による訓練放送

（屋外スピーカー）が流れます。
※ 実際の災害と間違えないよう、注意し

てください。

▽ �とき　２月９日金・午前 11 時ごろ

▽放送内容

　♪�上りチャイム音�♪
　�「これは、Ｊアラートの
テストです。」×３回　
　「こちらは、芦屋町です。」
�♪�下りチャイム音�♪

▽ �問い合わせ　
　庶務係（☎２２３‐３５７２）



や
め
ま
し
ょ
う

ご
み
の
野
外
焼
却

　

ご
み
を
焼
却
し

た
煙
に
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
が
含
ま

れ
、
大
気
汚
染
の

原
因
の
一
つ
と
な

る
た
め
、
屋
外
で

の
焼
却
行
為
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
行
為
に
よ
り

周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与

え
た
場
合
に
は
、
町
が
指
導
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
自
宅
の
庭
の
草
木
を
焼

却
し
た
煙
が
近
隣
住
民
宅
に
入
っ
て
く

る
と
い
う
苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

軽
微
な
焼
却
で
も
、
煙
や
そ
の
臭
い
な

ど
は
周
辺
に
広
が
り
ま
す
の
で
近
隣
の

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
や
林
業
な
ど
を
営
む
た
め
や
む

を
得
ず
行
う
せ
ん
定
枝
な
ど
の
焼
却
は

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

付
近
に
燃
え
や
す
い
物
が
あ
る
場
所

で
は
行
わ
な
い
。

⃝
�

消
火
の
た
め
の
水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器

を
準
備
す
る
。

⃝
�

空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
い
日
に
は

行
わ
な
い
。

⃝
�

た
き
火
を
行
っ
て
い
る
間
は
、
絶
対

に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

⃝
�

た
き
火
が
終
わ
っ
た
ら
必
ず
消
火
を

す
る
。

※�

た
き
火
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
消

防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
情
報

❶�
特
別
展
「
芸
術
家
の
た
ま
ご
展
」

　

芦
屋
町
内
小
中
学

校
と
、
北
筑
豊
地
区

中
学
校
文
化
連
盟
の

児
童
・
生
徒
の
作
品
、

福
岡
県
小
学
校
児
童

画
作
品
展
入
賞
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
授

業
や
部
活
動
な
ど
で

の
作
品
が
一
斉
に
集
ま
る
、
年
に
一
度

の
機
会
で
す
。

▽�

と
き　
２
月
10
日
土
～
25
日
日
・
午
前

９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
12

日
月
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

❷�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
折
り
紙
講
座
」

　

折
り
紙
を
折
っ
て
一
つ
の
作
品
を
作

お
知
ら
せ

３月７日木からＮＨＫ放送受信料の補助申請受け付けを開始します

　町内でＮＨＫ放送受信契約を行っていて、令和５年度分（５年４月～６年３月分）の受信料を支
払った人（世帯または事業所）のうち、防衛省からの半額助成を受けていない人に地上契約分の半
額相当の額を補助します。（対象世帯には３月初旬に申請書を送付する予定です。）
　申請手続きには必ず「対象期間のＮＨＫ放送受信料の領収証」が必要です。
領収証がない場合は、再発行を、NHKに直接依頼してください。

領収証の再発行方法

※３月ごろは、ＮＨＫの電話窓口が大変混み合うので、早めの準備をお願いします。

▽ �領収証の発行・受信料に関する問い合わせ（支払い方法により問い合わせ先が異なります）
支払い方法 問い合わせ先 電話番号

・口座振替払い NHKふれあいセンター
☎０５７０‐０７７‐０７７�または
☎０５０‐３７８６‐５００３
午前９時～午後６時（土日祝日も受け付け）

・クレジットカード払い
・団体一括払い
・継続振込用紙払い
・そのほかの支払い

NHK北九州局
経営管理企画センター

☎５９１‐５０２０
午前 10時～午後５時（平日のみ）

ＮＨＫに電話をして
領収証の再発行を依
頼します

電話で「令和５年４月から令和６年
３月までの領収証の再発行をお願い
します」と伝えるとスムーズです

ＮＨＫから郵送で領
収証（支払証明書）
が届きます

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

町ホームページ

広報あしや　2024.2 ⑭



芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

　賃貸住宅のトラブルに
　備えましょう！
＜事例１＞
　�　入居して間もなく、事情がありアパート
を退去することになった。短期で解約する
と 2カ月分の家賃を支払わなければなら
ないことに納得がいかない。
＜事例２＞
　�　20 年間住んだアパートを退去した際に、
敷金から修繕費用を差し引いた金額では足
りず、追加費用を支払うようにと言われた。
長く住んだが、１人住まいであり、きれい
に使ってきた。破損させ
た箇所もなく、立会いの
時にも特に指摘はされな
かった。納得がいかない。

＜アドバイス＞
■�契約する前に、契約内容の説明をよく聞き、
記載内容を確認しましょう。特約部分は特
に注意しましょう。
■�入居時は住宅に元からの傷や汚れがないか
貸主側と一緒に確認し、写真を撮りメモを
残しておきましょう。
■�入居中のトラブル（設置機器の不具合、故
障、雨漏りなど）は、すぐに貸主に相談し
ましょう。
■�退去清算の内容を確認し、納得できない時
は貸主側に説明を求めましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）

消費者ホットニュース

　私は、もう少しで中学生になります。中学
生になると制服を着て中学校に行くことにな
るので、最近は両親や友だちと制服の話を
します。でも私は、制服のスカートをはくの
がとてもいやです。私はふだん着ている服も
スカートはまったくはくことがありません。
両親は「中学は女子生徒でもズボンをはけ
たらいいね」と言ってくれましたが、友だち
には「女の子なんだから、制服のスカートく
らい気にしなくていいでしょ」と言われます。
　私は別に女の子がスカートをいやがった
り、男の子がスカートをはいたりして、自
由に自分の身だしなみを整えるのはだめな
ことではないと思います。
　どうしてかというと、自分の好きなかみ
がたや服装に男も女も関係ないと思うから
です。でもまわりの人たちはそんなことも
考えずに、「男の子なんだからあれしろ」、

「女の子ならこれくらいできてあたり前」
などの男女差別をしてしまっている人が多
くいます。その原因は多くの人が女の子は
スカートをはくのがあたり前、男の子はか
みをのばさないのがあたり前と思いこみを
してしまっているからだと思います。
　どうやったら多くの人の思いこみをなくし
て、男女差別に苦しんでいる人が、なりた
い自分になることができるのか、私には分か
りません。そして、思いこみをなくそうとす
るのはとてもむずかしいと思います。でも、
男も女も関係ないと思ってくれる人が増え
ると多くの人は変わっていくと思います。
　今の私にできることは、服装などでだれか
に言われたとき、「男の子も女の子も関係ない
よ」と教えて身近な人から思いこみをなくし
ていくことだと思います。こういう小さな行動
から男女差別をなくしていきたいと思います。
※ この記事は、町内の小中学生が「人権」を

テーマに書いた作文で、提出された作文の
中から芦屋町人権・同和教育研究協議会が
選考したものを掲載しています。

差別をなくすために  第 464 号

男も女も関係ない
　　芦屋東小学校６年　松本　優笑

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

る
講
座
で
す
。

▽�
と
き　
２
月
24
日
土
・
午
後
１
時
～
３
時

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
１
月
31
日
水
～
２
月
22
日

木
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

【
共
通
項
目
】

▽�

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
２

２
２
‐
１
６
８
１
）
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地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入れ、
地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着を図るこ
とで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。

中
な か お

尾 志
し ほ

保　大阪府出身 ▽ �問い合わせ　商工観光係　（☎２２３‐３５４２）

◁�着任して２カ月、
砂像展で人生初
体験をたくさん
させてもらい、
勉強の日々でし
た！
　�引き続き SNS ア
カウントの更新
をしますので、
よろしくお願い
します♪

■芦屋町に来てからの日常
　10分話すと出身地を当ててもらえますが、いま
だにどの部分が関西弁なのかわかっていません。
　引っ越してからは、福岡の食べ物が美味しいの
で体重がずっと増え続け、過去最高を記録してい
ます（笑）
　まだまだ美味しい情報を教えてもらいたいので、
町内で見かけた際は皆さんの美味しい情報を教え
てください！

■協力隊の活動
　着任後すぐに「あしや砂像展」の SNSアカウン
トの運用をしていました！
　大阪生まれの大阪育ちだからこそ感じられる、
町内では当たり前だけど町外からは「魅力」にな
る芦屋町のポイントをたくさん見つけて、出身地
の大阪で「芦屋町」の言葉を聞くことを最終目標
に SNSで発信していきたいです。
　地域おこし協力隊の SNSアカウントでは、芦屋
町で開催するイベントや町内のお店にスポットを
当てて「友達の地元に遊びに行くときにおすすめ
を聞く」感覚で町内外の人から見てもらえるアカ
ウントを目指していきます。
　まず、私がもっとたくさんの芦屋町のことを知
りたいのでオススメのスポットを教えてもらえる
とうれしいです♪

△�女２人でレンタカーを借りて東北旅行へ。約２千 km
を 5日間で走りました！写真は憧れだった恐山です。

■あいさつ
　10月１日に芦屋町地域おこ
し協力隊に着任しました中尾
志保です。きれいな芦屋町の
海を生かして芦屋町に来たこ
とがある人に「リピーターに
なってもらえる」イベントの
企画や情報発信をしていこう
と考えています。

■略歴
　学生時代からアパレル販売・携帯ショップ窓口受
け付け・メーカーの営業を経験し、直近はマンショ
ン管理会社で会計担当としてマンション管理組合員
への管理費請求・管理組合口座の収支管理などをし
ていました。
　生まれてからずっと関西で過ごし、結婚を機に夫
のゆかりの地である福岡への移住を検討、はじめて
訪れた芦屋町で海のきれいさに一目惚れして移住を
決めました。

△�神戸異人館で結婚
式を挙げました！

△�はじめての九州旅行で景色のきれいさと食べ物の美味
しさに感動し、九州のトリコになりました！

■�日々の活動は Instagram
で発信していますので、
フォローして活動を応援
してもらえるとうれしい
です！

広報あしや　2024.2 ⑯



芦屋町公式ＬＩＮＥ

●
ミ
シ
ン
の
登
場

　
突
然
で
す
が
「
ミ
シ
ン
」
は
何
語
だ
と

思
い
ま
す
か
。
英
語
で
は「
ソ
ー
イ
ン
グ

マ
シ
ン(sew

ing�m
achine)

」と
呼
び

ま
す
。現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
構
造
の
ミ
シ
ン

は
、１
８
５
０
年
に
ア
メ
リ
カ
で
ド
イ
ツ

系
の
血
を
引
く
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
メ
リ
ッ

ト
・
シ
ン
ガ
ー
氏(

後
に
シ
ン
ガ
ー
社
を

設
立)

に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
ド
イ
ツ
語
で
し
ょ
う
か
。
い
い
え
、

実
は
日
本
語
な
の
で
す
。ソ
ー
イ
ン
グ
マ

シ
ン
の
「
マ
シ
ン
」
の
部
分
が
変
化
し
て

「
ミ
シ
ン
」
と
な
り
、
ミ
シ
ン
が
登
場
し

た
頃
は
「
裁
縫
ミ
シ
ン
」
が
正
式
名
称
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ミ
シ
ン
は
、

誕
生
か
ら
手
回
し
式
、
足
ふ
み
式
、
電
動

式
と
進
化
を
遂
げ
て
お
り
、そ
の
進
化
に

は
日
本
の
技
術
力
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。現
代
で
も
日
本
の
ミ
シ
ン
ブ
ラ

ン
ド
は
、世
界
の
多
く
の
シ
ェ
ア
を
獲
得

し
て
お
り
、
車
、
カ
メ
ラ
、
空
調
機
器
や

そ
の
ほ
か
の
家
電
に
並
ぶ
優
れ
た
開
発

力
で
、日
本
の
工
業
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

裏
付
け
て
い
ま
す
。

　
ミ
シ
ン
に
は
大
き
く
分
け
て
家
庭
用
、

職
業
用
、
工
業
用
が
あ
り
ま
す
。

◇
家
庭
用
ミ
シ
ン

　
家
庭
用
ミ
シ
ン
は
、
初
心
者
の
人
で
も

扱
い
や
す
く
多
機
能
な
ミ
シ
ン
で
す
。
職

業
用
ミ
シ
ン
や
工
業
用
ミ
シ
ン
と
は
異

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
縫
い
方
が
で
き
る
点

が
最
大
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。
ジ
グ
ザ
グ

縫
い
や
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
作
り
、
布
の
種
類

に
合
わ
せ
た
糸
調
子
機
能
、
刺し
し
ゅ
う繍
機
能
を

持
つ
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

家
庭
用
ミ
シ
ン
は
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど

の
入
園
グ
ッ
ズ
や
小
物
、
洋
服
づ
く
り
な

ど
、
家
庭
で
裁
縫
を
楽
し
み
た
い
人
に
適

し
た
ミ
シ
ン
で
す
。
家
庭
用
ミ
シ
ン
は
大

き
く
分
け
て
、
電
動
ミ
シ
ン
、
電
子
ミ
シ

ン
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ミ
シ
ン
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。

◇
職
業
用
ミ
シ
ン

　
職
業
用
ミ
シ
ン
は
、直
線
縫
い
専
用
の

ミ
シ
ン
で
す
。大
型
の
モ
ー
タ
ー
を
搭
載

し
て
い
る
の
で
家
庭
用
ミ
シ
ン
よ
り
も

パ
ワ
ー
が
強
く
、デ
ニ
ム
生
地
の
よ
う
な

厚
手
の
生
地
を
縫
い
や
す
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
デ
ニ
ム
生
地
を
、12
枚
重
ね
て

縫
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

◇
工
業
用
ミ
シ
ン

　

工
業
用
ミ
シ
ン
は
縫ほ
う
せ
い製
企
業
で
使
用

さ
れ
、
衣
類
や
靴
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
縫
い

物
全
般
に
使
わ
れ
て
い
る
ミ
シ
ン
で
す
。

直
線
縫
い
専
用
の
ミ
シ
ン
、縁
か
が
り
専

用
の
ミ
シ
ン
、ボ
タ
ン
付
け
専
用
ミ
シ
ン

な
ど
、1
つ
の
機
能
の
み
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。縫
製
ス
ピ
ー
ド
が
職

業
用
ミ
シ
ン
よ
り
高
速
で
あ
る
た
め
、大

量
生
産
に
適
し
て
い
ま
す
。重
量
は
約
80

㎏
に
も
な
り
、運
転
音
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
家
庭
で
の
使
用
に
は
向
き
ま
せ
ん
。

工
業
用
ミ
シ
ン
の
扱
い
に
は
技
術
が
必

要
な
た
め
、上
級
者
向
け
の
ミ
シ
ン
と
い

え
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
三
十
三

ミ
シ
ン
と
洋
服

温
か
さ
と
思
い
出
と
④

▼
健
康
の
た
め
食
事
管
理
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
1
年
ほ
ど
続
け
て
い
た
の

で
す
が
、
年
末
に
は
、
体
が
重
く
な

っ
て
い
る
の
を
感
じ
、
今
で
は
ベ
ル

ト
の
穴
を
１
段
階
緩
め
て
い
ま
す
。

や
め
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
歩

い
て
い
る
と
体
調
が
上
向
く
こ
と
は

実
感
し
て
い
る
の
で
、
も
う
一
度

頑
張
ろ
う
、
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
那な

ぎ木
）

▼
16
ペ
ー
ジ
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
中
尾
さ
ん
の
紹
介
記
事
が
載
っ
て

い
ま
す
。
私
は
面
白
い
人
が
好
き
な

の
で
す
が
、
中
尾
さ
ん
は
最
近
の
一

推
し
で
す
。
も
は
や
中
尾
さ
ん
の
顔

を
見
る
だ
け
で
腹
筋
が
け
い
れ
ん
す

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
話
を
聞

く
と
き
は
決
し
て
目
を
見
な
い
よ

う
、
彼
女
の
い
つ
も
お
し
ゃ
れ
な
ヘ

ア
ア
レ
ン
ジ
を
見
つ
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。�

（
野
中
）

▼
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
は
や
半
年
が

経
ち
ま
し
た
。
時
間
が
過
ぎ
る
の
は

早
い
な
、
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
離

乳
食
づ
く
り
な
ど
や
る
こ
と
が
増
え

て
い
く
不
安
も
あ
り
ま
す
。
町
で
は

こ
の
よ
う
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
人

を
対
象
と
し
た
講
習
会
や
相
談
会
な

ど
を
行
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
毎
月
、
く
ら
し
の
情
報
に
た
く

さ
ん
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。�（
手
塚
）

編

集
後
記

ミシンを使う風景※イメージ

家庭用ミシンで製作
したドレス
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1 2 月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人47
人54死亡

人3
人17

令和５年12月末日現在 令和４年12月末日現在
人　口
男　性6,284
女　性6,657
世帯数6,443

人
人 6,389

6,760
6,456 世帯

人
人

世帯

12,941 人 13,149 人

芦屋歴史の里特別展
ミシンと洋服
（温かさと思い出と）
　第二次世界大戦後の日本で、大衆の日常
着が和装から洋装へ切り替わっていくの
とともに花開いた「洋裁文化」。技術がな
くても作れる手製の服から最新のファッ
ション情報を伝える雑誌の歩み、ミシンの
普及と洋裁学校の隆盛、身近な服飾の変遷
など、近代のアパレル産業の下地となった
洋裁文化の実態を、身近な衣服の歴史から
考えます。

▽ �とき　２月６日火～ 5月 6 日月・午前
９時～午後 5時

▽ �ところ　芦屋歴史の里

▽ �入館料　中学生以上２００円、小学生１
００円（ただし、３月 31日までは県の
事業により中学生以下無料）

【ギャラリートーク】
▷�とき　全３回　午前 10時～ 11時
　①２月 17日土　②３月９日土
　③４月 13日土
▷�定員　各回 20人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　午前 9時～午後 5時に芦屋
歴史の里（☎２２２‐２５５５）へ。①
２月 10 日土～ 16 日金　②３月２日土
～８日金　③４月６日土～ 12日金
※�月曜日は休館です。ただし、月曜日が祝
休日の場合はその翌日が休館です。

♥

萩
はぎわら
原�蓮

れん
ちゃん

（山鹿）
令和５年
２月９日生まれ

いつもニコニコの蓮くん、沢山の幸せをあ
りがとう♥これからもずっとその笑顔を忘
れずに大きくなってね♪

Happy BirthdayHappy Birthday２月

芦屋釜の里イベント情報

梅見特別呈茶
　梅の花咲く庭園の風情を楽しみな
がら抹茶を一服いかがですか。
▷�とき　２月９日金～12月・午前９時～午後4時 40分受け付け
▷�内容　大茶室での呈茶（和菓子と抹茶）
※お点

てまえ
前はありません。

▷�料金　高校生以上５００円（入館料とお茶代）、中学生３０
０円、小学生以下２００円（お茶代）

芦屋室町茶会
　芦屋釜が使われた室町時代の茶
会をアレンジして、抹茶を飲み当
てる闘茶会を行います。
▷�とき　全３回　２月 18日日　①午前 11時～正午　②午後
１時 30分～２時 30分　③午後３時～４時
▷�対象　中学生以上
▷定員　各回８人（事前申し込み先着順）
▷�参加費　高校生以上８００円（入館料とお茶代）、中学生６
００円（お茶代）
▷�申込期間　２月４日日～ 11日日・午前９時～午後５時

ひなまつり茶会
　早春の清々しい季節にひなまつり茶会を行います。庭園を
眺めながら抹茶を一服いかがですか。
▷�とき　３月３日日・午前 10時～午後３時受け付け
▷�内容　抹茶とひなまつりの和菓子による茶会
※お点前はありません。
▷�料金　高校生以上５００円（入館料とお茶代）、中学生３０
０円、小学生以下２００円（お茶代）

【共通事項】
▷ところ　芦屋釜の里大茶室
※３月 31日までは県の事業により中学生以下は入館料無料
▷�申し込み・問い合わせ　芦屋釜の里（☎２２３‐５８８１）
※�月曜日は休館です。ただし、月曜日が祝休日の場合はその
翌日が休館です。


